
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
観
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
特
色
は
天
台
の
一
念
三
千
観
は
理
（
迩

門
）
の
一
念
三
千
に
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
観
は
事
（
本
門
）
の
一
念
三
千
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
證
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人

遺
文
』
中
、
一
念
三
千
の
名
目
記
述
は
霊
法
華
饗
と
四
二
遺
文
に
一
五
○
余
箇
所
程
見
え
篭
そ
の
中
に
於
て
事
の
一
念
三
千
の
骨

格
は
文
永
九
年
二
月
五
一
歳
作
の
『
開
目
抄
』
（
真
蹟
曽
存
）
、
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
五
二
歳
作
の
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
）
、
建

治
元
年
六
月
五
四
歳
作
の
『
撰
時
抄
』
（
真
蹟
現
存
）
、
弘
安
元
年
六
月
二
十
六
日
五
七
歳
作
の
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（
真
蹟
完
）
の

四
書
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
篭

『
開
目
抄
』
の
重
要
性
は
色
々
な
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
が
、
一
念
三
千
に
関
し
て
も
『
開
目
抄
』
に
は
遺
文
中
、
最
多
の
二
十
箇
所

の
名
目
記
述
を
説
示
す
。
然
も
本
門
の
一
念
三
千
の
初
出
が
あ
姥
そ
の
上
、
雨
目
芝
に
は
名
目
記
述
以
外
に
一
念
三
千
の
有
無
を

実
践
の
上
か
ら
言
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
が
三
二
歳
の
立
教
開
宗
当
時
よ
り
、
久
遠
実
成
釈
尊
へ
の
報
恩
の
た
め
に
、
法
華

行
者
の
値
難
を
覚
悟
さ
れ
、
忍
難
慈
勝
の
法
華
経
弘
宣
流
布
を
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
報
恩
を
支
え
て
い
る
も
の
は
一
念
三
千
な

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
義
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

ｌ
報
恩
と
法
華
経
行
者
の
値
難
意
識
を
通
し
て
Ｉ

桑
名
貫
正

(汀）



二
、
久
遠
実
成
釈
尊
へ
の
報
恩

本
抄
の
本
論
の
内
容
を
大
別
す
る
と
法
開
顕
と
人
開
顕
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
謹
掛
開
顕
は
「
此
に
予
愚
見
を
も
て
前
四
十
余

年
と
後
八
年
と
の
相
違
を
か
ん
が
へ
み
る
に
…
…
」
（
定
五
四
二
頁
八
行
目
）
の
文
よ
り
、
「
世
間
の
罪
に
依
て
悪
道
に
堕
ざ
川
上
ｆ
、
仏

ル
ハ

ク

ツ

法
に
よ
て
悪
道
に
堕
者
十
方
の
土
。
俗
よ
り
僧
、
女
よ
り
尼
多
悪
道
に
堕
く
し
。
」
（
定
五
五
六
頁
三
行
目
）
ま
で
の
文
で
あ
る
。
一
念
三

千
の
名
目
二
十
箇
所
あ
る
文
で
言
え
ば
⑥
⑦
⑧
⑨
の
文
が
そ
の
内
容
を
示
す
。
法
開
顕
を
一
念
三
千
論
で
再
確
認
す
る
と
次
の
こ
と
が
言

え
る
。
ま
こ
と
の
一
念
三
千
は
、
法
華
経
本
門
の
寿
量
品
で
発
迩
顕
本
（
久
遠
実
成
の
開
顕
）
が
さ
れ
た
後
に
初
め
て
い
え
る
の
で
あ

誌
ず
ま
こ
と
の
一
念
三
千
の
根
底
に
は
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
の
主
・
師
・
親
の
三
徳
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
一
閻
浮
提
第
一
の
ま
こ

と
の
仏
・
法
華
経
本
門
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏
を
顕
わ
す
必
要
が
あ
っ
た
。
⑨
の
文
の
本
因
本
果
の
法
門
に
よ
っ
て
、
初
め
て
一
念
三

千
の
本
門
（
事
）
の
開
顕
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
門
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏
（
教
相
）
と
本
門
の
一
念
三
千
（
観
心
）
の
関
係

●
●

は
密
接
不
離
に
あ
り
、
こ
の
本
因
本
果
の
ま
こ
と
の
一
念
三
千
は
実
は
本
仏
釈
尊
三
身
常
住
の
実
体
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
開

●

シ
テ
ク

顕
は
「
此
に
日
蓮
案
云
世
す
で
に
末
代
に
入
て
二
百
余
年
…
…
」
（
定
五
五
六
頁
）
の
文
か
ら
「
我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら
ず
し
て
、

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

の
で
あ
る
。
本
抄
に
は
、
そ
う
い
う
一
念
三
千
義
に
関
す
る
示
唆
が
随
所
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
由
っ
て
、
『
開
目
抄
』
に
於

け
る
一
念
三
千
義
の
展
開
を
体
系
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
宗
学
上
、
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
本
稿
は
『
棲
神
』
第
六
六
号
・
第
六
七
号
に

掲
載
し
た
「
雷
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
巳
巳
の
続
篇
で
あ
篭
前
回
ま
で
に
一
念
三
千
の
名
目
二
十
箇
所
あ
る
う
ち
⑨

の
文
ま
で
検
討
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
⑩
の
文
の
前
に
説
示
す
る
法
華
経
の
行
者
、
値
難
意
識
を
通
し
て
一
念
三
千
義
の
考
察
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

(”）



霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
」
（
定
六
○
五
頁
四
行
目
）
の
文
を
い
う
。
『
開
目
抄
』
で
法
開
顕
が
先
き
に
説
か
れ
て
い
る
理
由

は
、
法
開
顕
が
人
開
顕
（
法
華
経
の
行
者
の
証
明
）
の
た
め
の
絶
対
的
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
守
護
国
家
論
』
（
定
一
二

三
頁
）
に
見
る
が
如
く
、
善
師
を
選
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切
と
の
べ
、
そ
の
答
え
と
し
て
末
代
の
真
実
の
善
知
識
に
は
法
華
経
を
師
と
し
て

選
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
善
師
（
法
華
経
の
行
者
）
を
述
べ
る
前
に
は
最
勝
の
法
を
顕
わ
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
何
度
も
繰
り
返
す

よ
う
で
あ
る
が
本
因
本
果
の
法
門
は
法
華
経
本
門
の
寿
量
品
の
仏
、
五
百
塵
点
劫
の
実
在
の
仏
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
本
因
本
果

の
法
門
の
直
後
に
、
こ
う
て
顧
み
れ
ば
と
い
う
出
だ
し
で
始
ま
る
次
の
文
に
は
、
一
念
三
千
の
根
本
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
う
て
か
へ
り
み
れ
ば
、
華
厳
経
の
台
上
十
方
・
阿
含
経
の
小
釈
迦
、
方
等
・
般
若
の
、
金
光
明
経
の
、
阿
弥
陀
経
の
、
大
日
経
等

の
権
仏
等
は
、
此
寿
量
の
仏
の
天
月
し
ば
ら
く
影
を
大
小
Ｑ
溌
ぽ
し
乙
隅
膳
を
、
諸
宗
の
学
者
等
近
は
自
宗
に
迷
、
遠
は
法
華
経
の

ク

ヒ
ク

寿
量
品
を
し
ら
ず
。
（
定
五
五
二
～
三
頁
）

ル
魁

又
「
此
過
去
常
顕
時
、
諸
仏
皆
釈
尊
の
分
身
な
り
。
…
…
今
華
厳
の
台
上
・
方
等
・
般
若
・
大
日
経
等
の
諸
仏
皆
釈
尊
の
春
属
な
り
」

（
定
五
七
七
頁
）
の
文
も
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
法
華
経
寿
量
品
の
五
百
塵
点
劫
の
仏
は
諸
大
乗
経
の
破
せ
ざ
る
伽
耶
始
成
を
破
し

力
ノ
ハ

ノ
ニ
シ
テ
ノ

た
る
五
百
塵
点
仏
で
あ
る
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
」
（
定
七
一
二
頁
）
も
同
じ
内

容
で
あ
る
。
法
身
は
理
で
あ
る
。
故
に
法
身
の
無
始
無
終
は
非
因
非
果
で
ど
こ
に
も
説
か
れ
る
。
然
る
に
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
実
成
釈
尊

は
実
修
実
証
の
本
果
で
あ
る
。
三
身
円
満
の
三
徳
仏
で
あ
る
。
寿
量
品
の
仏
顕
わ
れ
て
諸
仏
分
身
と
な
る
考
え
は
、
日
蓮
聖
人
の
四
箇
格

ズ

言
の
確
信
の
根
底
な
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
弘
通
の
態
度
は
「
仏
法
を
学
せ
ん
人
、
知
恩
報
恩
な
か
る
く
し
や
。
仏
弟
子
は
必
四
恩
を

ヲ

し
っ
て
知
恩
報
恩
ほ
う
ず
く
し
」
（
定
五
四
四
頁
）
に
立
脚
す
る
。
四
恩
を
知
り
知
恩
報
恩
を
報
ず
る
基
調
は
四
一
歳
作
の
『
四
恩
妙
』

に
も
強
調
さ
れ
（
定
二
三
六
頁
の
文
に
よ
る
と
立
教
開
宗
の
当
初
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
）
、
終
始
一
貫
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
寿
量
品

『
開
目
抄
」
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（汚）



『
開
目
抄
』
は
五
一
歳
の
著
作
で
あ
る
か
ら
強
盛
の
菩
提
心
を
発
し
て
二
十
余
年
と
い
う
の
は
、
逆
算
す
る
と
そ
の
発
願
は
建
長
五
年

頃
に
な
る
。
こ
れ
は
左
記
の
②
『
頼
基
陳
状
』
の
文
（
定
一
三
五
○
頁
）
と
一
致
す
る
。
強
盛
の
菩
提
心
を
決
意
す
る
ま
で
、
十
二
歳
よ

り
三
二
歳
ま
で
「
一
千
余
年
が
間
」
（
定
一
五
五
三
頁
）
学
問
の
準
備
期
間
が
あ
っ
た
。
発
願
の
折
は
既
に
法
華
経
の
教
理
に
背
く
こ
と

に
よ
り
て
衆
生
が
悪
道
に
堕
る
こ
と
を
覚
知
し
て
お
り
、
殊
に
法
華
経
の
行
者
の
値
難
を
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
左
の
①
②

文
よ
り
我
々
は
、
そ
の
事
を
十
分
に
伺
い
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
篭

シ

ニ
ノ

ル

⑩
日
本
国
に
此
を
し
れ
る
者
、
但
日
蓮
一
人
な
り
。
こ
れ
を
一
言
も
申
出
す
な
ら
ば
父
母
・
兄
弟
・
師
匠
国
主
王
難
必
来
く
し
。
い

わ
ず
ば
慈
悲
な
き
に
に
た
り
と
思
惟
す
る
に
、
法
華
経
・
浬
藥
経
等
に
此
二
辺
童
覺
る
に
、
い
わ
ず
わ
今
生
は
事
な
く
と
も
、
後

き
そ
ひ

生
は
必
無
間
地
獄
に
堕
く
し
。
い
う
な
ら
ば
三
障
四
魔
必
競
起
る
べ
し
と
し
（
知
）
ぬ
。
二
辺
の
中
に
は
い
う
べ
し
。
王
難
等
出
来

上
ム

ク

の
時
は
退
転
す
べ
く
は
一
度
に
思
止
く
し
、
と
且
や
す
ら
い
（
体
）
し
程
に
、
宝
塔
品
の
六
難
九
易
こ
れ
な
り
。
（
定
五
五
六
～
七

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

の
仏
の
報
恩
の
た
め
、
法
華
経
を
弘
宣
流
布
し
邇
進
さ
れ
た
が
値
難
の
連
続
を
経
験
す
る
。
左
の
文
は
、
そ
の
経
過
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

ス

今
度
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
。
既
に
二
十
余
年
が
間
此
法
門
を
申
に
、
日
々
月
々
年
々
に
難
か
さ
な
る
。力

少
々
の
難
は
か
ず
し
ら
ず
。
大
事
の
難
四
度
な
り
。
二
度
は
し
ば
ら
く
を
く
、
王
難
す
で
に
二
度
に
を
よ
ぶ
。
今
度
は
す
で
に
我
身

フ
へ

命
に
及
。
其
上
弟
子
と
い
ひ
、
檀
那
と
い
ひ
、
わ
づ
か
の
聴
聞
の
俗
人
な
ん
ど
来
て
重
科
に
行
る
。
謀
反
な
ん
ど
の
者
の
ご
と
し
。

フ
《

命
に
及
。
其
上
学

（
定
五
五
七
頁
）

頁
一

三
、
法
華
経
の
行
者
値
難
意
識
と
事
一
念
三
千
義

（河）



右
の
文
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が
三
点
あ
る
。
第
一
に
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
の
智
解
は
天
台
・
伝
教
両
大
師
に
対
し
て
千
分
が
一
分
も
及

ば
な
い
と
い
う
言
葉
を
、
我
々
は
そ
の
ま
ま
文
字
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
謙
遜
の
表
現
と
見
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の

事
に
つ
い
て
幾
つ
か
理
由
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
壷
従
っ
て
、
こ
れ
は
一
応
日
蓮
聖
人
が
天
台
・
伝
教
両
大
師
に
敬
意
を

以
て
知
識
上
の
こ
と
で
謙
遜
し
て
譲
っ
た
表
現
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
第
一
の
内
容
が
謙
遜
の
表
現
と
い
う
こ
と
に
な

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

ナ
ル
ア
テ
テ
ル
ヲ
ヲ
二
ル
ノ

②
此
事
申
さ
ば
大
あ
だ
あ
る
べ
し
、
丞
申
ぎ
ぽ
の
せ
め
の
が
れ
が
た
し
。
い
は
ゅ
る
浬
梁
経
に
若
善
比
丘
見
二
壊
し
法
者
一
。
当
る
知
是

《
ノ
ノ
ナ
リ
ト

レ
ン
サ
は

キ
ツ

ル

人
仏
法
中
怨
等
云
云
。
世
に
恐
て
不
し
申
者
、
我
身
悪
道
に
可
レ
堕
と
御
覧
じ
て
、
身
命
を
す
て
て
去
建
長
年
中
よ
り
今
年
建
治
三
年

ル

に
至
ま
で
二
十
余
年
が
間
、
あ
え
て
を
こ
た
る
事
な
し
。
（
『
頼
基
陳
状
』
興
師
本
・
定
一
三
五
○
～
一
頁
）

日
蓮
聖
人
は
行
者
値
難
の
覚
悟
で
二
十
余
年
間
、
実
社
会
の
現
実
と
対
決
し
て
法
華
経
の
法
門
を
弘
通
し
我
身
に
は
四
度
の
大
難
、
少
々

の
難
か
ず
し
ら
ず
受
け
る
。
そ
の
法
難
体
験
の
悪
口
・
迫
害
等
を
浬
藥
経
・
法
華
経
第
二
・
三
・
五
の
巻
の
文
証
及
び
天
台
・
妙
楽
・
東

春
の
法
華
経
を
行
ず
る
者
は
難
に
合
う
と
い
う
文
を
引
き
（
定
五
五
七
～
八
頁
）
、
日
蓮
聖
人
自
身
が
正
し
く
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ

と
の
正
当
性
を
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
行
者
の
値
難
意
識
は
更
に
堀
り
下
げ
ら
れ
て
次
な
る
展
開
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。
天
台
・
伝
教
両

大
師
は
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
前
提
に
立
つ
も
、
在
世
よ
り
も
滅
後
、
正
法
よ
り
も
像
法
、
像
法
よ
り
も
末
法
で
迫
害
が
大
な
る
こ
と

を
述
べ
ら
れ
て
（
定
五
五
八
頁
）
、
左
の
文
の
表
明
に
至
る
の
で
あ
る
。

フ

さ
れ
ば
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が
一
分
も
及
事
な
け
れ
ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を
も

ノ

ヒ

い
だ
き
ぬ
く
し
。
定
で
天
の
御
計
に
も
あ
づ
か
る
べ
し
と
存
ず
れ
ど
も
、
一
分
の
し
る
し
（
験
）
も
な
し
。
い
よ
ノ
ー
重
料
に
沈
。ム

ヲ
リ

叩
幸
へ

還
て
此
事
計
み
れ
ば
我
身
の
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
又
諸
天
善
神
等
の
此
国
を
す
て
ｈ
去
給
る
か
。
か
た
人
～
疑
は
し
。

（
定
五
五
九
頁
）

（汚）



『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

ノ

れ
ば
、
日
蓮
聖
人
の
ウ
エ
ー
ト
は
次
の
「
難
を
忍
び
慈
悲
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
く
し
」
の
文
に
係
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
蓮
聖
人
が
難
を
忍
び
慈
悲
の
勝
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
天
台
・
伝
教
両
大
師
の
方
が
逆
に
日
蓮
聖
人
に
対
し
て
心
か
ら
服

し
敬
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
内
容
と
第
二
の
文
は
又
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
を
理
事
の
一
念
三
千
論

で
言
え
ば
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
は
難
を
よ
く
忍
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
為
に
は
慈
悲
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
忍
難
慈
勝
は
法
華

経
の
智
解
に
随
っ
て
命
を
懸
け
て
い
る
の
で
、
事
の
一
念
三
千
の
実
践
と
い
っ
て
よ
い
。
天
台
・
伝
教
両
大
師
は
智
解
に
止
ま
る
が
故
に

理
の
一
念
三
千
の
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
。
両
者
を
比
較
し
て
言
え
ば
天
台
も
伝
教
も
法
華
経
の
説
相
の
値
難
体
験
を
分
っ
て
は
い
た
が
、

必
要
が
な
い
か
ら
命
を
懸
け
な
い
。
な
ぜ
日
蓮
聖
人
が
難
を
忍
び
慈
悲
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
末
法
と
い
う
時
代
が
要
求
し

て
い
る
か
ら
で
あ
壷
第
三
に
法
華
経
を
説
の
如
く
流
布
し
て
い
る
以
上
、
必
ら
ず
諸
天
善
神
の
御
守
護
が
あ
る
と
思
う
の
に
そ
れ
が
な

い
。
逆
に
迫
害
を
大
き
く
受
け
て
い
る
事
実
か
ら
見
て
私
は
法
華
経
の
行
者
と
言
え
な
い
の
か
？
い
や
確
か
に
私
は
法
華
経
の
行
者
で
あ

る
、
た
だ
諸
天
善
神
が
い
な
い
だ
け
か
も
知
れ
な
い
？
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
疑
う
所
で
あ
る
と
問
題
提
起
を
だ
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
は
次
の
文
（
定
五
六
一
頁
）
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

シ

ヒ
シ

ケ
ハ

但
世
間
の
疑
と
い
ゐ
、
自
心
の
疑
と
申
、
い
か
で
か
天
扶
給
ざ
る
ら
ん
。
諸
天
の
守
謹
神
は
仏
前
の
御
誓
言
あ
り
。
法
華
経
の
行
者

に
は
さ
る
（
暖
）
に
な
り
と
も
法
華
経
の
行
者
と
が
う
（
號
）
し
て
、
早
々
に
仏
前
の
御
誓
言
を
と
げ
ん
と
こ
そ
を
ぽ
す
べ
き
に
、

ノ

品
〃
へ

其
義
な
き
は
我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
此
疑
は
此
書
肝
心
、
一
期
の
大
事
な
れ
ば
、
虚
々
に
こ
れ
を
か
く
上
、
疑
を
強

と
述
べ
ら
れ
し
は
『
開
目
抄
』
執
筆
の
大
き
な
理
由
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
生
涯
は
値
難
の
連
続
で
あ
る
。
法
華
経
の
経
文
に
は

諸
天
善
神
が
法
華
経
の
行
者
を
守
護
す
る
御
誓
言
が
あ
る
の
に
、
し
か
る
に
な
い
。
門
弟
の
中
に
も
疑
い
を
抱
き
離
れ
て
い
る
現
実
が
あ

く
し
て
答
を
か
ま
う
べ
し
。

（"）



り
、
又
こ
の
ま
ま
で
は
二
十
年
間
つ
い
て
来
て
い
る
人
を
も
全
く
無
意
味
に
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
日
蓮
聖
人
自
身
が
法
華
経
の
行
者
と

し
て
内
外
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
、
自
身
に
も
疑
い
を
だ
し
て
自
問
自
答
の
手
法
を
以
て
証
明
解
決
に
臨
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

『
開
目
抄
』
の
一
書
の
問
題
解
決
は
定
五
六
一
頁
の
全
文
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
日
蓮
聖
人
は
邪
師
で
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
日
蓮
聖

人
は
善
師
と
な
り
世
間
及
び
自
身
・
弟
子
・
信
者
の
疑
い
も
晴
れ
根
本
解
決
と
な
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
立
場
は
本
当
の
と
こ
ろ
諸
天
善
神
の
守
謹
の
有
無
よ
り
、

レ

ク

法
華
経
の
第
五
の
巻
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
は
、
日
蓮
だ
に
も
此
国
に
生
ず
は
、
ほ
と
を
ど
（
殆
）
世
尊
は
大
妄
語
の
人
…
…
又
云

モ

数
々
見
擴
出
等
云
云
、
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
へ
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ば
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
二
字
は
天
台
伝
教
い
ま
だ
よ

ヤ

み
給
は
ず
。
況
余
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
へ
に
、
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
よ
め
り
。
…
…
当

世
法
華
の
三
類
の
強
敵
な
く
ば
誰
か
仏
説
を
信
受
せ
ん
。
日
蓮
な
く
ば
誰
を
か
法
華
経
の
行
者
と
し
て
仏
語
を
た
す
け
ん
。
（
定
五

と
説
示
す
る
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
の
行
者
の
値
難
体
験
の
有
無
を
以
て
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者
た
る
か
ど
う
か
の
証
明

上

根
拠
を
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
。
御
勘
気
を
か
ほ
（
蒙
）
れ
ば
、
い
よ
ノ
、
悦
を
ま
す
べ

し
」
（
定
五
六
○
頁
）
と
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
深
い
確
信
に
立
た
れ
た
表
明
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
値
難
意
識
に
つ
い
て
日
蓮
聖
人
は
『
開
目
抄
』
以
前
に
於
て
、
実
際
に
法
華
経
の
行
者
は
必
ら
ず
難
に
遭
う
と
い
う
こ
と
を
「
魔
々

に
こ
れ
を
」
書
き
付
け
て
来
た
事
実
が
あ
る
と
い
う
（
定
五
六
一
頁
）
。
こ
の
法
華
経
行
者
の
値
難
意
識
の
事
実
を
検
策
し
て
み
る
と
、

①
三
八
歳
『
守
護
国
家
論
』
真
蹟
曽
存
・
定
二
七
～
八
頁
に
勧
持
品
二
十
行
の
偶
を
見
て
法
華
経
流
布
に
命
を
懸
け
た
決
意
の
文
あ
り
。

②
三
九
歳
『
災
難
興
起
由
来
』
真
蹟
断
片
・
定
一
六
○
～
一
頁
と
③
『
災
難
対
治
紗
』
真
蹟
完
・
定
一
六
六
、
一
六
九
頁
に
勧
持
品
二
十

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

五
九
～
六
○
頁
）

(77）



『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

行
の
偶
を
引
き
浸
一
謹
典
蕊
」
を
い
う
。
④
三
九
歳
眉
法
華
題
目
詮
定
一
九
二
～
五
頁
に
三
類
の
敵
を
説
示
す
。
⑤
三
九
歳

『
立
正
安
国
論
』
真
蹟
完
・
定
二
一
四
頁
に
勧
持
品
二
十
行
の
偶
文
を
引
く
。
⑥
四
○
歳
『
椎
地
四
郎
殿
御
書
』
伊
豆
流
罪
を
契
機
に

シ

ヒ

「
末
法
に
は
法
華
経
の
行
者
必
ず
出
来
す
べ
し
。
但
大
難
来
り
な
ば
強
盛
の
信
心
彌
彌
悦
を
な
す
べ
し
。
…
…
大
難
な
く
ば
法
華
経
の
行

者
に
は
あ
ら
じ
」
定
二
二
七
頁
。
と
い
う
様
に
値
難
と
法
華
経
の
行
者
と
の
関
連
を
述
べ
て
い
る
。
⑦
四
一
歳
『
四
恩
妙
』
で
は
更
に
値

二
ク
ノ
ニ
ス
ラ
シ

ヤ
ノ
ヲ
ヤ
ト

難
意
識
の
表
明
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
法
華
経
云
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
況
滅
度
後
云
云
。
始
に
此
文
を
見
候
し
時
は
さ
し

こ

み
こ
と
ば
ラ

も
や
と
思
候
し
に
、
今
こ
そ
仏
の
御
言
は
違
ざ
り
け
る
も
の
か
な
と
、
殊
に
身
に
当
て
思
ひ
知
れ
て
候
へ
」
定
二
三
五
頁
。
「
二
千
余
年

シ

已
前
に
説
れ
て
候
法
華
経
の
文
に
の
せ
ら
れ
て
、
留
難
に
値
く
し
と
仏
記
し
を
か
れ
ま
い
ら
せ
て
候
事
の
う
れ
し
さ
申
壷
難
く
候
・
此
身

に
学
文
つ
か
ま
り
し
事
、
や
う
や
く
二
十
四
五
年
に
ま
か
り
な
る
也
。
法
華
経
を
殊
に
信
じ
ま
い
ら
せ
候
し
事
は
わ
づ
か
に
此
六
七
年
よ

ル

リ
こ
の
か
た
也
」
定
二
三
六
頁
。
「
此
等
の
経
文
を
見
に
、
信
心
を
起
し
、
身
よ
り
汗
を
流
し
、
両
眼
よ
り
涙
を
流
す
事
雨
の
如
し
」
定

二
四
○
頁
。
上
述
の
文
に
よ
れ
ば
、
本
格
的
な
学
問
は
十
六
歳
の
出
家
時
で
二
十
四
五
年
立
つ
が
、
殊
に
法
華
経
の
色
読
の
深
さ
を
身

ノ
ニ
テ

に
鯵
み
て
味
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三
四
、
五
歳
と
い
う
点
を
注
目
し
た
い
。
⑧
四
一
歳
『
教
機
時
国
妙
』
「
法
華
経
勧
持
品
当
二
後

二
一

ノ
シ
ト
ル

シ
キ
タ
マ
ヘ
リ
ハ
レ
リ

ー
ー

ル
ニ
ノ
ヲ
ノ
リ
サ
ハ
ヲ

五
百
歳
二
千
余
年
一
法
華
経
敵
人
可
レ
有
二
三
類
一
記
置
。
当
世
当
二
後
五
百
歳
一
・
日
蓮
勘
二
仏
語
実
否
一
三
類
敵
人
有
し
之
。
隠
し
之
非
二
法
華

ノ
ニ
サ
ハ
ヲ
メ
テ
ハ
ン

ニ
ク
モ
ハ
ノ
ニ
ス
ラ
シ

ヤ
ノ
ワ
ヤ
ト

ニ
ク

ク
シ
テ

経
行
者
一
。
顕
し
之
身
命
定
喪
歎
。
法
華
経
第
四
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
。
況
滅
度
後
等
云
云
。
同
第
五
云
一
切
世
間
多
レ

シ
ト

ク

セ
ヲ
ム
ト
ヲ

レ
ハ
ノ
ワ
ン
ハ
サ
ノ
ワ
ス

ノ
ニ
ス
ハ
ワ
ノ

怨
難
レ
信
。
又
云
我
不
レ
愛
二
身
命
一
但
惜
一
無
上
道
一
。
…
…
見
二
此
等
本
文
一
不
し
顕
一
三
類
敵
人
一
非
二
法
華
経
行
者
一
。
顕
し
之
法
華
経
口
冨
哩

レ
ト
モ
ハ
ン
ヲ

而
必
喪
二
身
命
一
歎
」
定
二
四
五
頁
の
文
は
正
に
値
難
意
識
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
⑨
四
三
歳
『
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
真
蹟
断

ノ
ニ
ク
モ
ハ
ノ
ス
ラ
シ

片
「
第
四
巻
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
況
蹴
度
磯
野
第
五
巻
耳
一
切
世
間
多
し
怨
難
レ
信
等
云
云
…
…
日
本
国
の
持
経
者
は
い
ま

ク
シ
テ
シ
シ

だ
此
経
文
に
は
あ
わ
せ
給
は
ず
。
唯
日
蓮
一
人
こ
そ
よ
み
は
べ
れ
。
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
是
也
。
さ
れ
ば
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華

（汚）



以
上
の
文
を
吟
味
す
れ
ば
、
こ
れ
は
も
う
歴
史
的
事
実
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ほ
ど
日
蓮
聖
人
は
法
華
行
者
値
難
に
対
す
る
読
み
が
出

発
点
当
初
か
ら
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
諸
天
善
神
の
守
謹
が
有
る
か
ら
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
資
格
が
証
明
さ
れ
る

と
か
、
守
護
が
無
い
か
ら
法
華
経
の
行
者
で
は
な
い
と
い
う
世
間
の
、
弟
子
信
者
の
疑
い
の
見
解
を
以
て
法
華
経
行
者
の
証
明
基
準
の
判

断
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
日
蓮
聖
人
の
主
張
は
頷
け
ら
れ
よ
う
。

日
蓮
聖
人
は
強
盛
の
菩
提
心
を
以
て
、
法
華
経
行
者
の
値
難
意
識
の
覚
悟
の
も
と
に
二
十
余
年
間
に
亘
り
法
華
経
の
法
門
を
弘
通
せ
ら

上
ク

サ

れ
た
。
案
の
定
「
此
法
門
の
ゆ
へ
に
こ
十
余
所
を
わ
れ
、
結
句
流
罪
に
及
身
に
多
の
き
ず
を
か
を
ほ
り
、
弟
子
を
あ
ま
た
殺
せ
た
り
」

（
定
四
五
五
～
六
頁
）
の
値
難
を
受
け
な
が
ら
も
久
遠
実
成
釈
尊
へ
の
報
恩
の
為
に
実
社
会
と
の
対
決
を
し
浄
仏
国
土
化
、
立
正
安
国
の

運
動
の
実
践
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
日
蓮
聖
人
の
弘
通
そ
の
も
の
は
、
あ
の
『
撰
時
抄
』
（
定
一
○
五
三
～
四
頁
及
び
定
一
五

一
三
頁
）
の
文
か
ら
類
推
す
る
と
、
事
の
一
念
三
千
の
実
践
的
振
舞
に
他
な
ら
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
髭

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

ノ

経
行
者
也
」
定
三
二
七
頁
。
以
下
は
割
当
枚
数
の
都
合
上
、
本
文
を
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
⑩
四
七
歳
『
一
代
五
時
図
』
定
二
三
○
三

頁
。
⑪
四
八
歳
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
真
蹟
弱
紙
存
・
定
四
五
五
～
六
頁
。
⑫
四
九
歳
『
金
吾
殿
御
返
事
』
真
蹟
断
・
定
四
五
八
～
九

頁
。
⑬
五
○
歳
『
四
條
金
吾
殿
御
書
』
定
四
九
五
頁
。
⑭
五
○
歳
『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
真
蹟
曽
存
・
定
五
○
○
頁
。
⑮
五
○
歳
『
土
木

殿
御
返
事
』
真
蹟
完
・
定
五
○
三
頁
。
⑯
五
○
歳
『
四
條
金
吾
殿
御
消
息
』
定
五
○
四
～
五
頁
。
⑰
五
○
歳
『
転
重
軽
重
龍
厘
真
蹟
完
．

定
五
○
七
～
八
頁
。
⑱
五
○
歳
『
佐
渡
御
勘
気
妙
』
定
五
一
○
～
一
頁
。
の
十
八
遺
文
に
記
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

四
、
む
す
び

(”）



へ

註
一（

１
）
拙
稿
「
『
開
目
抄
』
に
現
わ
凸

（
二
一
～
一
二
七
頁
）
参
照
。

（
２
）
拙
稿
、
右
同
五
○
頁
及
び
註
《

（
３
）
『
開
目
抄
』
の
場
合
は
本
稿

（
２
）
拙
稿
、
右
同
五
○
頁
及
び
註
⑥

に
現
わ
れ

往
見
。

（
３
）
『
開
目
抄
』
の
場
合
は
本
稿
及
び
前
々
稿
・
前
稿
。
（
ま
た
後
稿
）
等
で
緩
總
論
ず
る
が
定
五
三
九
頁
、
殊
に
本
因
本
果
の
法
門
（
⑨
の
文
）

ノ

ハ
レ
ワ

定
五
五
二
頁
と
定
五
五
二
～
三
頁
全
体
の
内
容
が
最
重
要
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
」
は
定
七
二
頁
の
内
容
と
「
今
本
時
娑
婆
世
界
雛
二
三
災
一

ダ
ル
ワ
ノ
ナ
リ
ニ
ニ
モ
七
二
ぞ
セ

ザ
ナ
リ
レ
ノ

ノ

亡
一

出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
し
減
未
来
不
し
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也
」
（
定
七
一
二
頁
）
、
「
十
界
久
遠
之
上

二
ル

ト
テ
タ
リ
ワ

ノ
ニ

シ

ト
シ
テ
テ
ワ
シ
ト
テ
ヲ
シ
テ

国
土
世
間
既
顕
。
一
念
三
千
殆
隔
二
竹
膜
一
」
（
定
七
一
四
頁
）
、
「
像
法
中
末
観
音
薬
王
示
二
現
南
岳
天
台
等
一
出
現
以
二
迩
門
一
為
し
面
以
二
本
門
】
為
レ

ト

セ
リ
ワ
タ
シ
テ
ワ
ノ

ノ
ニ
ノ
タ
ク
セ
ヲ

裏
百
界
千
如
一
念
三
千
壷
二
其
義
一
。
但
論
二
理
具
一
事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
竝
本
門
本
尊
未
二
広
行
●
之
」
（
七
一
九
頁
）
の
文
と
定
七
二
○
頁

フ

シ

の
内
容
が
重
要
で
あ
る
。
『
撰
時
抄
』
は
、
三
度
の
高
名
の
文
（
定
一
○
五
三
～
四
頁
）
と
「
此
の
三
の
大
事
は
日
蓮
が
申
た
る
に
は
あ
ら
ず
。

み
た
■
し
ひ

リ

ヒ

カ

ス

只
偏
に
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
せ
給
け
る
に
や
。
我
身
な
が
ら
も
悦
び
身
に
あ
ま
る
。
法
華
経
の
一
念
三
千
と
申
大
事
の
法
門
は
こ
れ

ク

ス

フ
ハ

な
り
。
経
に
云
、
所
謂
諸
法
如
是
相
と
申
は
何
事
ぞ
。
十
如
是
の
始
の
相
如
是
が
第
一
の
大
事
に
て
候
へ
ば
、
仏
は
世
に
い
で
さ
せ
給
。
智
人
起

ノ

ブ

を
し
る
、
蛇
み
づ
か
ら
蛇
を
し
る
と
は
こ
れ
な
り
」
（
定
一
○
五
四
頁
）
の
文
で
あ
る
。
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
」
は
「
一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
。

ニ
ハ
ニ
ハ

哀
さ
二

一
理
、
二
事
な
り
。
天
台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
、
大
難
又
色
ま
さ
る
。
彼
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
此

凸
夕

こ
ふ
』

は
本
門
一
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也
」
（
定
一
五
二
二
頁
）
の
文
を
い
う
。
因
に
事
の
本
質
を
考
察
し
た
論
文
に
望
月
歓
厚
「
日

蓮
聖
人
の
宗
教
に
於
け
る
「
事
」
の
本
質
的
構
造
」
（
宮
本
正
尊
編
『
仏
教
の
根
本
真
理
』
所
収
（
二
二
九
～
四
八
頁
）
が
あ
り
。
そ
れ
を
更

に
考
究
し
整
理
し
日
蓮
聖
人
の
事
の
表
現
十
四
箇
条
に
マ
ト
メ
挙
げ
た
も
の
が
同
著
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
（
二
八
～
一
二
七
頁
）
で
あ
る
。

そ
の
十
四
箇
条
の
試
論
説
を
補
強
し
概
念
規
定
を
試
み
て
い
る
の
が
浅
井
円
道
「
日
蓮
の
本
門
思
想
の
素
描
」
（
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』

所
収
・
序
論
七
～
二
一
頁
）
で
あ
る
。
又
、
山
川
智
応
は
「
撰
時
抄
』
（
定
一
○
五
三
～
四
頁
）
の
文
を
以
て
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
実
現
の
宗

教
な
り
、
そ
れ
は
「
地
上
に
仏
国
土
を
実
現
す
る
事
で
あ
る
」
（
『
日
蓮
聖
人
の
実
現
の
宗
教
』
三
九
頁
）
と
い
い
、
事
に
は
浄
仏
国
土
・
立
正
安

国
の
実
現
と
い
う
義
が
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
（
定
五
三
九
頁
）
と
い
う
法
開
顕
の
文
が
初
見
で
あ
る
。

（
５
）
拙
稿
『
棲
神
』
第
六
六
号
四
九
’
六
八
頁
、
第
六
七
号
三
九
’
五
六
頁
往
見
。

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
」
（
「
棲
神
』
第
六
六
号
）
註
①
の
十
五
の
論
文
と
望
月
歓
厚
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
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（
６
）
法
・
人
開
顕
の
分
け
方
を
恩
師
室
住
一
妙
先
生
「
開
目
抄
鎖
仰
①
科
段
」
（
『
棲
神
』
第
三
五
号
四
六
、
五
○
～
一
頁
）
、
同
著
『
開
目
抄
に
聞

く
』
九
七
頁
の
タ
イ
ト
ル
を
参
照
。
恩
師
室
住
先
生
の
科
文
を
茂
田
井
教
亨
先
生
は
「
素
端
し
い
科
文
」
（
『
修
訂
開
目
抄
講
識
上
下
」
二
八
頁
）

と
絶
讃
す
。
茂
田
井
先
生
か
ら
は
恩
師
の
科
文
を
、
あ
れ
程
ま
で
に
深
く
心
底
か
ら
聖
意
を
汲
み
と
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
驚
歎
さ
れ

後
年
、
教
育
新
潮
社
よ
り
先
生
に
名
指
し
で
「
開
目
抄
識
義
」
の
依
頼
あ
り
し
も
の
を
室
住
先
生
に
従
葱
し
て
著
述
と
な
っ
た
の
が
、
あ
の
達
意

的
な
講
義
の
『
開
目
抄
に
聞
く
』
で
あ
る
由
縁
を
伺
う
。

（
７
）
詳
細
は
拙
稿
『
棲
神
』
第
六
七
号
四
八
～
五
○
頁
参
照
。

（
８
）
同
様
の
内
容
は
『
一
谷
入
道
御
書
』
（
定
九
九
三
～
四
頁
）
、
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
（
定
一
○
八
六
～
七
頁
）
、
『
報
恩
抄
』
（
定
二
九
八
、

一
二
三
六
～
七
）
に
も
見
え
る
。

（
９
）
今
は
理
由
の
一
つ
で
あ
る
法
華
経
本
門
の
久
遠
実
成
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
い
。
法
華
経
の
智
解
と
は
法
華
教
学
全
般
の
義
を
指
す
か
も
知

れ
な
い
が
『
開
目
抄
』
（
定
五
四
二
頁
）
で
は
天
台
の
学
者
と
日
蓮
聖
人
も
法
華
経
の
根
本
的
な
特
色
を
十
双
歎
中
、
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
と

い
う
。
こ
れ
は
十
界
互
具
成
立
の
必
須
法
門
で
、
法
華
経
の
極
理
た
る
一
念
三
千
の
根
幹
で
あ
る
。
一
念
三
千
の
名
目
記
述
⑦
⑧
⑨
の
文
及
び

『
観
心
本
尊
抄
」
（
定
七
一
九
頁
）
の
文
を
見
る
限
り
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
・
十
界
互
具
・
一
念
三
千
を
法
華
経
の
尽
義
（
智
解
）
と
見
て
差
し

支
え
あ
る
ま
い
。
さ
て
確
か
に
日
蓮
聖
人
は
天
台
伝
教
両
大
師
の
弘
通
態
度
を
常
に
鎖
仰
し
て
い
る
。
文
永
七
年
四
九
歳
『
善
無
畏
三
蔵
妙
』
の

メ

「
経
文
を
亀
鏡
と
定
め
、
天
台
伝
教
の
指
南
を
手
に
に
ぎ
り
て
、
建
長
五
年
よ
り
今
年
文
永
七
年
に
至
る
ま
で
、
十
七
年
が
間
是
を
賀
た
る
に
、

と
ち
倉
を
わ
ん

日
本
国
の
念
仏
大
体
留
り
了
い
」
（
定
四
六
五
頁
）
の
文
を
見
る
と
定
五
五
九
頁
の
引
用
文
通
り
の
ま
ま
頷
け
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
然
し
、

一
考
を
要
し
た
い
。
『
開
目
抄
』
の
本
因
本
果
の
法
門
に
よ
っ
て
初
め
て
法
華
経
本
門
寿
通
品
の
久
遠
実
成
釈
尊
の
実
体
が
開
顕
さ
れ
た
こ
と
は

既
に
論
じ
て
き
た
所
で
あ
る
。
本
迩
相
対
の
教
判
を
以
て
、
天
台
伝
教
両
大
師
の
弘
通
は
あ
く
ま
で
も
迩
門
の
立
場
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
述
べ

少
セ
ワ

ら
れ
た
の
は
、
『
開
目
抄
』
と
述
作
が
同
年
の
『
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
』
で
あ
り
、
「
天
台
・
伝
教
等
不
し
弘
二
通
本
門
一
事
」
の
理
由
を
四
点
挙

ハ
ス
ノ
ワ
タ
ノ
タ
ナ
ラ

げ
て
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
天
台
大
師
弘
二
通
本
迩
始
終
一
但
本
門
三
学
未
二
分
明
一
欺
」
（
定
二
三
二
四
頁
）
と
い
う
内
容
は
、
翌
年
の
『
観
心
本

ノ
ニ

レ

心
シ
テ
テ
ワ
シ
ト
テ
ワ
シ
チ
ト

セ
リ
ワ
シ
テ
ワ

尊
抄
』
に
「
像
法
中
末
観
音
薬
王
示
二
現
南
岳
天
台
等
一
出
現
以
二
迩
門
一
為
し
面
以
二
本
門
一
為
し
褒
百
界
千
如
一
念
三
千
謹
二
其
義
｝
。
但
論
二
理
具
｝
事

ノ

ノ
ニ
ノ
タ
ク
セ
ワ

テ

キ

業
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
並
本
門
本
尊
未
二
広
行
●
之
。
所
詮
有
二
円
機
一
無
二
円
時
一
故
也
」
（
定
七
一
九
頁
）
と
表
明
さ
れ
て
く
る
。
上
述
の
遺
文

ワ

ハ

内
容
を
踏
え
て
佐
後
に
は
「
二
千
二
百
余
年
が
間
、
教
主
釈
尊
の
絵
像
木
像
賢
王
聖
主
本
尊
と
す
。
然
れ
ど
も
但
小
乗
・
大
乗
・
華
厳
・
浬
薬
。

か
け

観
経
・
法
華
経
の
迩
門
・
普
賢
経
等
の
仏
・
真
言
大
日
経
等
の
仏
、
宝
塔
品
の
釈
迦
多
宝
等
を
ば
書
ど
も
、
い
ま
だ
寿
趾
品
の
釈
尊
は
山
寺
精
舎

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

い
か

り

に
ま
し
ま
さ
ず
。
何
な
る
事
と
も
量
が
た
し
」
（
『
呵
責
誇
法
滅
罪
妙
』
定
七
八
四
頁
）
と
い
う
こ
と
を
頻
り
に
言
う
（
例
え
ば
定
七
四
四
、
七
四

八
、
七
九
八
、
八
一
八
、
八
六
六
～
七
、
二
八
○
、
一
二
四
八
頁
等
枚
挙
に
逼
な
い
）
。
こ
れ
は
本
迩
相
対
の
教
判
上
で
久
遠
実
成
を
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
佐
前
に
言
う
釈
尊
と
『
開
目
抄
』
か
ら
言
う
釈
尊
と
で
は
天
と
地
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
片
鱗
は

文
永
七
年
『
小
乗
小
仏
要
文
』
（
定
二
三
一
九
頁
）
に
も
見
え
る
。
佐
前
の
久
遠
実
成
は
像
法
時
代
の
迩
門
の
立
場
で
論
ず
る
天
台
・
伝
教
両
大

師
観
の
久
遠
実
成
で
あ
り
、
佐
後
の
久
遠
実
成
の
そ
の
言
っ
て
い
る
意
味
内
容
は
法
華
経
本
門
寿
量
品
の
釈
尊
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

ル

テ
◆

▲

の
事
は
「
去
文
永
中
仁
…
…
所
詮
、
在
在
虚
虚
仁
迩
門
を
捨
よ
く
書
て
候
事
は
、
今
我
等
が
読
所
の
迩
門
に
て
は
候
は
ず
。
叡
山
天
台
宗
の
過
時

シ

ヒ
ク

ノ

テ
ハ
二
こ
ぞ
こ
よ
み
ノ
シ

の
通
を
破
候
也
。
設
如
二
天
台
・
伝
教
一
法
の
ま
壁
あ
り
と
も
、
今
至
二
末
法
一
去
年
の
暦
如
」
（
『
観
心
本
尊
得
意
妙
』
定
二
二
○
頁
）
の
文
を

見
る
と
、
そ
の
本
迩
の
実
体
の
相
違
を
一
目
瞭
然
に
理
解
し
や
す
い
。
『
開
目
抄
』
述
作
中
に
は
、
こ
の
考
え
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
本
迩
相
対
は
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
の
行
者
、
本
門
の
菩
薩
（
上
行
菩
薩
）
と
い
う
こ
と
を
顕
わ
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
教

判
で
あ
る
。
『
開
目
抄
』
に
は
上
行
菩
薩
の
先
駆
け
と
か
上
行
菩
薩
と
し
て
の
明
瞭
な
る
も
の
の
言
葉
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
意
識
し
乍

ら
上
行
菩
薩
を
支
え
る
も
の
、
つ
ま
り
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
正
当
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
証
明
は
「
本
抄
」
以
外
に
は
ど
の
遺
文
に

も
見
当
ら
な
い
。
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
殿
も
終
極
が
三
大
誓
願
と
い
う
。
そ
の
三
大
誓
願
を
表
明
す
る
下
り
に
「
な
ん
ど
の
種
々
の
大
難
出

イ

ち
り

来
す
と
も
、
智
者
に
我
義
や
ぶ
れ
ら
れ
ず
ば
用
じ
と
な
り
。
其
外
の
大
難
、
風
の
前
の
塵
な
る
べ
し
」
（
定
六
○
一
頁
）
の
言
が
あ
る
。
智
者
に

我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
い
じ
と
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
離
れ
て
成
仏
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
理
論
を
破
ら
れ
な
い
限
り
は
ど
ん
な
目
に
遭
う
と

も
法
華
経
を
捨
て
な
い
ぞ
と
い
う
決
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
正
に
法
華
経
本
門
の
智
解
に
対
す
る
日
蓮
聖
人
の
絶
対
の
自
信
の

表
明
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
大
誓
願
も
実
は
事
の
一
念
三
千
義
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
上
述
の
内
容
か
ら
謙
遜
の
表
現
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
の
で
あ
る
。

（
蛆
）
法
華
経
が
末
法
に
流
布
す
る
認
識
を
日
蓮
聖
人
は
早
い
う
ち
か
ら
懐
い
て
い
た
。
後
後
五
百
歳
強
調
の
文
は
「
守
護
国
家
論
』
（
定
九
六
、
一

○
二
頁
）
か
ら
論
じ
、
同
時
に
法
師
・
勧
持
品
の
経
文
を
引
き
法
華
経
流
布
の
値
難
覚
悟
を
説
示
す
る
。
三
類
の
強
敵
の
意
識
は
定
一
九
二
、
二

一
四
頁
と
続
き
。
や
が
て
値
難
の
体
験
上
か
ら
『
椎
地
四
郎
殿
御
書
』
で
「
大
難
な
く
ば
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
じ
」
（
定
二
二
七
頁
）
と
断
言

う

す
る
に
至
る
。
そ
し
て
『
四
恩
妙
』
に
て
法
師
品
の
如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
況
滅
度
後
の
文
を
「
殊
に
身
に
当
て
思
ひ
知
れ
て
候
」
（
定
二
三
五
頁
）

と
の
実
感
を
語
る
。
『
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
に
右
の
法
師
品
の
文
を
体
験
す
る
は
「
唯
日
蓮
一
人
こ
そ
よ
み
は
べ
れ
。
…
…
さ
れ
ば
日
蓮
は

日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
也
」
（
定
三
二
七
頁
）
と
の
表
明
を
さ
れ
る
。
『
開
目
抄
」
（
定
五
五
八
～
六
○
頁
）
で
は
三
類
の
強
敵
及
び
勧
持
品

(82）



（
吃
）
日
蓮
聖
人
の
法
華
弘
通
の
行
動
に
事
の
一
念
三
千
義
が
あ
る
と
捉
え
た
の
は
、
本
稿
の
註
③
『
撰
時
抄
』
（
定
一
○
五
三
～
四
頁
）
の
文
を
往

見
さ
れ
た
い
、
法
華
経
の
一
念
三
千
の
大
事
の
振
舞
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
又
、
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
の
「
一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
。
一

ノ

ツ

ニ
ハ

ニ
ハ

ゥ
垂
今
⑤
二

理
、
二
事
な
り
。
天
台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
、
大
難
又
色
ま
さ
る
。
彼
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
此
は

／

》
』
土
』

本
門
一
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也
」
（
定
一
五
一
三
頁
）
の
文
に
も
注
目
す
る
。
そ
れ
は
『
開
目
抄
』
に
於
て
日
蓮
聖
人
が
、
天

ノ

ハ

台
・
伝
教
両
大
師
は
自
分
に
対
し
て
「
難
を
忍
び
慈
悲
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
く
し
」
（
定
五
五
九
頁
）
と
宣
言
さ
れ
、
そ
し
て

法
華
経
の
「
数
々
見
損
出
等
」
の
文
に
つ
い
て
、
「
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
へ
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
は
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天

毛

ヤ

台
伝
教
い
ま
だ
よ
み
給
は
ず
。
況
余
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
へ
に
、
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
よ
め
り
。
…
…

上

経
文
に
我
身
普
合
せ
り
。
御
勘
気
を
か
ほ
（
蒙
）
れ
ば
い
よ
ノ
ー
悦
を
ま
す
べ
し
。
」
（
定
五
六
○
頁
）
と
表
明
さ
れ
た
文
に
は
、
正
に
「
観
念
勝

る
故
に
大
難
（
値
難
）
又
色
ま
さ
る
」
の
文
と
の
脈
絡
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
『
開
目
抄
』
述
作
中
に
、
天
台
・
伝
教
大
師
よ

り
も
観
念
勝
る
故
に
値
難
の
現
象
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
の
意
識
を
明
確
に
懐
か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
観
念
す
で
に
勝

る
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
確
か
な
強
い
認
識
は
佐
渡
に
来
て
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
証
明
を
果
し
、
上
行
自
覚
を
意
識
し
て
の
上
か
ら
始
め
て
断

定
し
て
言
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

弓
蔚
勺
圖
ｇ
－
ｏ
巴
冨
の
ロ
コ
旨
函
９
号
の
弓
胃
の
の
弓
９
口
印
画
且
国
風
里
の
ロ
８
，
旨
○
コ
の
弓
冒
匡
瞥
亘
口
閑
巴
目
○
百
‐
切
言

二
十
行
偶
の
値
難
の
数
々
に
つ
い
て
天
台
・
伝
教
両
大
師
は
像
法
時
代
な
る
を
前
提
に
未
体
験
な
る
こ
と
が
綾
績
述
べ
ら
れ
、
日
蓮
聖
人
の
み
が

体
験
す
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。
又
、
そ
の
体
験
の
差
に
つ
い
て
は
定
一
五
一
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
ｕ
）
諸
天
善
神
の
守
護
が
有
る
か
無
い
か
の
問
題
で
、
法
華
経
の
行
者
の
説
明
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
『
開
目
抄
』
定
五
九
九
～
六
○

民
画
口
、
壷
○
宍
匡
言
い
ロ
、

開
目
抄
一
念
三
千

一
頁
で
も
論
証
し
て
い
る
。

『
開
目
抄
』
に
見
ら
れ
る
実
践
上
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
（
桑
名
）

法
華
経
の
行
者
値
難
意
識
久
遠
実
成

(鮒）


